


































Characteristics of Ice Plant (Mesembryanthemum crystallinum) as Teaching Materials 
 that can be cultivated on Soil Containing Salinity of Tsunami




































































図２　塩水を灌水したアイスプラント （上） とインゲン （下）




























































































（５） 栄養繁殖 （さし芽） の試行
　小中学校理科や中学校技術科では，栄養繁殖（無性
生殖による増殖）を学習する。技術科生物育成分野の
教科書では，秋ギクを題材として，さし芽の手法を体
験する。アイスプラントでもさし芽が可能か否かを検
証する実験を行った。
　良好に生育したアイスプラントの苗では，本葉８枚
図６　アイスプラントの花
図７　アイスプラントの果実と種子
図８　個体内の一斉開花
図９　開花 ・結実後の枯死
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程度になるとわき芽が伸長し始めるので，そのわき芽
を長さ 10cm程度で切り取り，さし穂とした。バーミ
キュライトを入れた小型プランターに，20本程度の
さし穂を植え付けた。さし芽操作が容易な秋ギクの場
合，２～３週間で半分以上のさし穂が発根する。今回
の実験では，３週間では発根がなく，約１ヶ月経過後
に 10％程度のさし穂が発根した（図９）。
　アイスプラントの種子は小さく，初期生育が遅いた
め，播種から収穫できる状態の植物体になるまでに，
長い時間を要す。効率的なさし芽の方法が確立すれ
ば，作物栽培の意味から有用な栽培法となるであろう
し，学校教育の教材としても栄養繁殖の植物として用
いることができる。本実験では，アイスプラントのさ
し芽が可能であることを実証することができた。今後
は，さし穂の発根割合を向上させるための，さし穂の
採取条件，苗床の用土，作業に適する気象条件，など
を検討する必要がある。
（６） 低温条件下での生育
　東北地方の小中学校での教材化を想定した場合，低
温でも生育できる植物であれば，秋からの授業でも栽
培体験が可能となる。本研究では年間を通してアイス
プラントの播種・栽培を行ってきた。夜間０℃程度と
なる冬期の無加温温室にポット苗を置いたところ，生
育速度は緩慢となったが，葉は緑色を保ち，枯死せず
に生育を続けた。アイスプラントは，ある程度の低温
でも生育可能であることが認められた。
（７） 葉の食味官能試験
　野菜育苗用培養土（スーパーミックスＡ）を入れた
ビニールポットに，アイスプラント苗を定植し，定植
後 10日間は通常の灌水を行った。12個のポットを６
個ずつの処理区に分け，10日後から，一方の区には
塩水（3.4％塩濃度）を，もう一方には塩分を含まな
い水を灌水した。処理開始１週間後に，各処理区の個
体から十分に展開した葉をサンプリングし，食味官能
試験に供した。学部３年・４年の学生５名に参加して
もらった。
　処理期間が１週間であったので，植物体の大きさ・
色に明確な違いは認められず，食味試験用の葉も肉眼
では差がなかった。２処理区の食味の違いを官能評価
した結果，テスター５名とも塩水を灌水した区の葉の
方が，“塩辛さ”を強く感じるとの結果となった。また，
塩分を含まない水を灌水した個体の葉についても，全
員が僅かな“塩辛さ”を感じ取っていた。今回の試験
に供した培養土（スーパーミックスＡ）は，植物苗の
初期生育に必要な栄養素を十分に含んでおり，アイス
プラント個体が土壌中の低濃度の塩類を積極的に吸収
し，体内に蓄積した結果，通常灌水の個体の葉でも塩
味を感じる結果になったと推察された。
３． 考察
　本研究により，アイスプラントは耐塩性が非常に高
いことが確認できた。一般的な教材植物と比較しても，
またこれまで耐塩性が高いとされてきたケールと比較
しても，耐塩性の高さは明らかであり，津波被害地域
の学校花壇・圃場でも土壌改良することなく栽培可能
であることが確認できた。葉や茎を食べた際の，シャ
キシャキとした独特の食感と，塩水を灌水した場合の
適度な塩味で，生徒が好む食味であろうと思われる。
また，水耕栽培が容易なこと，さし芽も可能であるこ
と，低温下でも生育できることなど，教材植物として
の利点も有している。さらに，アイスプラントは，土
壌環境（塩分濃度）への植物の反応（プラッター細胞
への塩類の輸送と体内からの排除）を理解するための
植物教材としても優れている。
　一方，津波被害直後に，土壌中の塩類を吸収させ除
去するためのファイトレメディエーションのための植
物候補として，アイスプラントが挙げられたことが
あった。植物体重量あたりの塩分吸収効率は高いと思
われるアイスプラントであるが，大型植物と比較する
と植物体自体が小さく，土壌塩類除去のための植物と
図 10　アイスプラントさし穂の発根
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しては利用が難しいであろう。実験（２）で認められ
た塩水灌水後の植物体の変化（吸水量が減り，生育速
度がやや緩慢になる）も，塩類除去の効率低下の一因
となる。
　東日本大震災の津波被害を受けた小中学校支援を目
的に始めた本研究であったが，信頼できる結果を得る
のに時間を要し，直接の支援に繋げる活動はできな
かった。その間，津波被害に遭った学校の統廃合が計
画され，校舎を維持する学校では客土などの土壌改良
が進んだ。アイスプラントは，津波被害地域の小中学
校にいち早く緑を取り戻すための植物として，また塩
類と植物の関係を理解するための教材として，有用で
ある。日本は地震大国であり，今後も津波を伴う自然
災害が発生する可能性が高いと指摘されている。2011
年３月 11日のような災害が起きないことを祈るとと
もに，もしもの時に備えて，小中学校栽培教育への支
援に役立つ研究を積み重ねていかねばならない。
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